






















This research considers how informal interpersonal networks affect 
knowledge transfer from the viewpoint of information providers. This paper 
focuses on four different properties of informal networks. At first， this 
research has explored three structural features of informal knowledge 
networks: network position， ego network structure， and tertius iungens 
orientation. Second， this research has argued how relational properties affect 
knowledge outcomes. Then， 1 have discussed how various properties of 
knowledge influence its transfer. Finally， 1 have ar伊ledabout the relationship 














































Borgatti & Cross， 2003; Hansen， 1999; Levin & Cross， 2004; Szulanski， 1996; 




























存在する。たとえば、 Reinholtet al. (20 11)は、情報提供者のネットワーク中心性
が、プロジェクト内外の人への知識提供と正の相関を持つことを見出している。

























































れている(Reaganas& Zuckerman， 2001; Oh， Chung， & Labianca， 2004; 
Reagans， Zuckerman， & McEvily， 2004)。
仮説2:情報十尉其者のネットワーク密度は、知識の共有に正の影響を与える
Turtius Iungens志向: Burt(1992， 2005)によると、構造的空隙の理論におい
て“TurtiusGaudens(以下TG)"(利益を得る第三者)、すなわち日常、夫の手IjJの
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図1 TI活動と新たな構造的空隙
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出典)Obstfe1d(2005)，Administrative Science Quarter1y， 50， p.122， Figure 1 
考え方は中心的なものである。漁夫の利(TG)が意味するところは、 A.B.Cの
三者において、 AはBとCとは面識があるが、 BとCは互いに面識がないとき












































2000; Levin & Cross，2004， Uzzi & Lancaster，2003)。したがって、個人間の関係
性の強さは、どのくらい容易に知識が移転されるのかに影響を与えるとされる



























多くの先行研究が個人間の信頼について議論している(e.g.，Colquitt & Rodell， 
201L Levin & Cross，2004; McAllisterヲ1995;Szulanski，1996)o Mayer， Davis， & 
Schoorman(1995)は信頼(trust)について、相手に対して無防備になることを厭わ
ない気持ち(w世m伊lessto be vulnerable)と定義している。ダイア ド聞にこうし
た信頼関係が存在するとき、人は相手に対して積極的に有用な知識を与え
CAndrews & Delahay， 2000; Penley & Hawkins， 1985; Tsai & Ghoshal， 1998; 
Zhand， 1972)、また他者の知識に耳を傾け、吸収するようになる(Carleぁ 199L
Levin， 1999; Mayer et al.1995; Srinivas， 2000)。したがって、信頼は、ダイアド
聞のコンフリクトを減らし、相手から受け取った情報を検証する手間を省くこと
を可能にするため、結果として知識移転コストが低減される(Currall& Judge， 




































学んだりすることができる(Fleminget al.，2007; Reagans & McE札lぁ2003)と考
えられている。また、エゴのネッ トワーク密度や?齢、紐帯は、協力者の知識共有
努力を高めるので、この効果をさらに強めるとされる(Fleminget al.， 2007; 








































































































































ないだろうとしづ信頼の形成を促進し(McEvily， Perrone， & Zaheer， 2003)、それがさらに知識移
転を容易にするのである。
(5)相手を信頼するには、相手が信頼に足る高い能力や自分をだますことがない人だという相手
に対する信頼性(加stworthiness)がなければならなし、(Levin& Cross，2004; Mayer et al.， 1995)。信頼
性に関する先行研究では、こうした相手に対する認知した信頼性(trustwo口hiness)が、相手を信
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